


















1.はじめに 

最近における出生率の減少は著しく,昭和54年度では,人口千対14.3と昭和41年のひのえ

うまの 137に次ぐものとなっている。また出産力調査等をみても,今後,大幅な出生率の上

昇は見込めず,このままで推移すれば,出生率が 11.0 前後まで下がり,若年人口の減少によ

る老齢化社会の到来は予想以上に厳しいものになるという説もある。 


